
編集後記      本紙のカラー印刷をまかなっていたボラサポ

（災害ボランティア・NPO 活動サポート募金）助成金が終了し、白黒印

刷での発行も 3 回目となりました。 

みなさんの情報紙「IMONIKAI」に関する 

ご意見、ご感想お待ちしています。（あかほし） 

 

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会  

大阪市ボランティア・市民活動センター 
 

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町 12-10  
TEL : 06-6765-4041  /  FAX : 06-6765-5618  
Email：imonikai@osakacity-vnet.or.jp (担当：赤星) 
≪利用時間≫ 月～金曜 9：30～20：30  
土曜 9：30～17：00  (日曜・祝日及び年末年始休館) 

日 時：11 月 23 日（祝・水）13：30～17：00  
 

場 所：栂文化会館 調理室 
（泉北高速鉄道「栂・美木多(とが・みきた)」駅より  すぐ） 
 
参加対象者：東日本大震災の影響で関西に避難している 

子ども達とその家族 
  
参加費：30 円(保険代) 
 
持ち物：あれば三角巾・エプロン 
    なければ汚れても良い服 

 
申込み：レオクラブ 柳原翠  

E-mail： 335btikuleo@gmail.com 
※ お名前、お子さんのご年齢・性別、電話番号、メール 

アドレスを記載してください。 
 
締 切：11 月 16 日（水） 
 
主 催：ライオンズクラブ国際協会レオ 335B 地区 
 
協 力：東日本大震災避難者の会Ｔhanks＆Dream 

                                                   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 世紀頃からクスシノユビと呼ばれた理由も、薬

師如来の印相にこの指を使うからなのか、それとも

薬などを塗る時に使うからなのかわかっていません。

クスリユビは江戸時代からの言い方です。また、ベニ

サシユビは室町時代の終わりから使われ始めたよう

です。女性が唇に紅を差すのがこの指だからというの

が理由です。 

みなさんは、この指を、どのように使って、どんな名

前で呼んでいますか。 

【方言募集】   ※方言に関するご質問・ご意見をお寄せください。 
住所：〒567-8502 大阪府茨木市西安威 2-1-15  追手門学院大学 

E‐mail：yukushib@otemon.ac.jp   
追手門学院大学国際教養学部講師 櫛引祐希子 
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あかほし 

 

問合せ 

申込み 

☆本紙は毎月 1 日発行です。 
情報掲載希望の方は、2 か月前までにご連絡下さい。 

れる場合は、なるべく早くご連絡ください。 

 運行期間 ：2016年 12月 29日(木)～ 

2017年 1月 3日(火) 
対 象 ：東日本大震災により関西に避難している人 

参加費 ： 無料 

定 員 ： 35人（応募多数の場合は抽選） 

締 切 ： 12月 7日(水) 17：00まで 
大阪市ボランティア・市民活動センター 

☎06-6765-4041（担当：赤星） 

※申込み時に詳細をお聞きします。 

※当落のご連絡は 12月 8日～9日に電話で随時行います。 

※12 月 9 日 17 時までにご連絡が取れない場合は、次の方を繰り

上げ当選とします。 

※乗降場所は、参加者の状況により立ち寄らない場合もあります。 

※詳細については、当選者の方のみに後日郵送します。 

※往路または復路のみの利用もできますが、往復利用の方を優先

させていただく場合もありますので、ご了承ください。 

※一人でも多くの方にご利用いただけるよう、キャンセルさ
れる場 

東北・関東と大阪をつなぐ「里帰りバス」の運行詳細が決定しました。 

年末の帰省などにお役立てください。 

いわき駅(福島県) 

郡山駅(福島県) 

仙台駅(宮城県) 

大阪市立社会福祉ｾﾝﾀｰ 

（天王寺区東高津町 12-10） 

東京駅(東京都) 

20：30 
＜出発＞ 

 

5：00 
＜到着＞ 

12：00 
＜到着＞ 

15：00 
＜出発＞ 

16：30 
＜出発＞ 

18：30 
＜出発＞ 

21：00 
＜出発＞ 

8：00 
＜到着＞ 

8：20 
＜到着＞ 

9：55 
＜到着＞ 

12/30 

12/29 1/3 

1/2 12/31 1/1 

今回からは、ホッとネットおおさか

登録団体の日本産業カウンセラー協

会、矢野敏昭さんのコラムです。 

  抱えている問題の大きさに耐えられなくなってしまうと

人間の心も耐えられなくなってポキッと折れてしまいます。 

自分の許容量一杯まで荷物を抱え込んでしまったらどう

なるでしょう。抱え込んだ荷物が重いと感じたら荷物を降ろ

してみたらどうでしょうか。自分一人で頑張り過ぎないで他

の人に助けてもらうことを考えてみましょう。そして疲れた

時には、ちょっと立ち止まって休むことが必要です。      
 

日本産業カウンセラー協会 矢野 敏昭 

指の名前にも地域差があります。特におもしろいの

は、親指（東北では「オーユビ」「オデユビ」「オドユビ」と

言う地域がある）から数えて 4 本目の指の名前。 

東ではクスリユビ、西ではベニサシユビと言われるこ

の指のことを、ナナシユビと呼ぶ地域が全国に点在し

ています。この呼び名が最も古いと考えられています

が、他の指に比べると際立った特徴がないことに由来

するのか、それとも中国語の「無名指」を日本語訳した

ものが方言として残っているのかは判然としません。 

卵・バターを使わないクッキーを作ります。 
小さい子は大人と一緒に、大きい子は 
生地作りからチャレンジしてみよう！ 



会 期：2016年 12月 1日（木）～2017年 1月 29日（日） 
11：00～18：00（入館は閉館 30 分前まで） 

 
休館日：12 月 31日（土）、1 月 1 日（日） 

 
場 所：グランフロント大阪 北館 ナレッジキャピタル イベントラボ  
 ※ 1 階カフェラボ横にある専用入り口をご利用ください。 
（JR「大阪」駅 2 階中央北口または阪急「梅田」駅 2 階中央改札口より  3 分）  
 
ご招待：3組 6 人（抽選）   
締 切：12 月 1 日（木）正午 
※ 当選の場合は、12 月 2 日頃に、チケットを発送します。 
 

画家を志し、大正 13年、21

歳で上京した青森の青年は、

版画家として成功、世界のム

ナカタと呼ばれました。仏教

をテーマにした作品や、郷土

の青森・東北を題材にした作

品を多数残しました。本展で

は、強烈な個性を発して輝き

続けた偉大な版画家の生涯を

たどります。 

会 期：2016年 10 月 22 日（土）～2017 年 1 月 15 日（日） 
 10：00～17：00（金曜日は 10：00～19：00） 
（入場は閉館 30 分前まで）   

 
休館日：月曜日、12 月 28 日（水）～1 月 4 日（水） 
（ただし 1月 9日（月・祝）は開館し翌日休館） 

 
場 所：国立国際美術館（大阪・中之島） 

（京阪電車・中之島線「渡辺橋」より  約 5 分、  
または JR 大阪環状線・阪神電車「福島」より  約 10 分） 

 
ご招待：3組 6 人（抽選）   
締 切：12 月 1 日（木）正午 
※ 当選の場合は、12 月 2 日頃に、チケットを発送します。 

 

 

 

会 期：2016年 11 月 19日（土）～2017 年 1 月 15 日（日） 
火～金/10：00～20：00（入館は閉館 30 分前まで） 

  月土日祝/10：00～18：00（     〃     ） 
 
休館日：11月 21日（月）・28 日（月）、12 月 31日（土）、 

2017年 1月 1 日（日・祝） 
 

場 所：あべのハルカス美術館（あべのハルカス 16F） 
（近鉄「大阪阿部野橋」駅 または JR,地下鉄「天王寺」駅よりすぐ） 
 
ご招待：3組 6 人（抽選）   
締 切：12 月 1 日（木）正午 
※ 当選の場合は、12 月 2 日頃に、チケットを発送します。 

 

日 時：11 月 22 日(火)  10：30～15：00 
 

10：30～13：00 『Café IMONIKAI』    （同室保育） 

13：00～15：00 『避難者ピアサポート交流会』（別室保育） 

※ 井戸謙一弁護士が参加 

※ 昼食は各自でご用意ください。 
 
場 所：大阪市立社会福祉センター ３階 

(地下鉄「谷町九丁目」駅または 
近鉄「大阪上本町」駅 11 番出口) 

 
 

会 期：11月 16 日（水）～12 月 26 日（月） 
      9：30～17：00※入館は閉館 30 分前まで 
 
休館日：火曜日 

 
場 所：大阪歴史博物館  8 階・特集展示室 
（地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅 2 号・9号出口） 

 
ご招待：3組 6 人（抽選） 
 
締 切：12 月 1 日（木）正午 
※ 当選の場合は、12 月 2 日頃に、チケットを発送します。 
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大阪市ボランティア・市民活動センター（担当：赤星） 
（電話・メールにて。 全員の名前・〒・住所・TEL を添えて） 

大阪歴史博物館特集展示 

「新発見！なにわの考古学 2016」 
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平成27年度に行わ

れた大阪市内の遺跡

発掘調査成果と、豊

臣期大坂城の調査成

果を合わせ、約 200

点の出土資料と発掘

現場の写真パネルで

紹介します。 

わだばゴッホになる 

世界の棟方志巧 

《門世の柵》 昭和 43(1968)年 
棟方志功記念館蔵  

ルーヴル美術館特別展 

「ルーヴルNo.9 ～漫画、9番目の芸術～」 

フランス語圏に古く

からある「バンド・デ

シネ（BD）」と呼ばれる

漫画文化。絵画のよう

に緻密で技巧に富んだ

作品が多く、フランス

では第 9 番目の芸術と

位置づけられていま

21世紀に入り、ルーヴ

ル美術館が「ル 

 

死者に供える食物などを入れて
いた可能性のある須恵器（すえき） 

七宝のように艶やかな色彩の

宗教画、詩的な聖母子像など独

創的で表現豊かなヴェネツィア

派の作品。国内でも前例のない、

ヴェネツィア・ルネサンス絵画

史を一望できる展覧会です。 

日伊国交樹立 150 周年特別展 

アカデミア美術館所蔵 

ヴェネツィア・ルネサンスの巨匠たち 

Cafe IMONIKAIとピアサポート交流会の 2部構成で開催している避難者交流会。 

午前中は自由な雰囲気で何でもおしゃべりする時間です。参加者には、各地を飛び回り 

避難者の声を届けている人、最近避難してきた人、初めての交流会という人もいます。 

また、避難当事者の気持ちに共感する支援者も一緒に過ごします。 

午後からは避難者だけで今の気持ちをじっくり聞きあう時間。今回のピアサポートは、滋賀県 

から井戸謙一弁護士が参加します。 

途中参加、途中退室は自由。当日参加も大歓迎です。お気軽にお問合せください。 

保育予約締切：11 月 15 日（火） 

※保護者の名前・連絡先、子どもの

名前、年齢、保育予定時間を添えて。 

問合せ・申込み：peimonikai@gmail.com    
       

主 催：ドーン避難者ピアサポートの会     協 力：東日本大震災避難者の会 Thanks ＆ Dream 
  （ジェンダー平等をめざす藤枝澪子助成事業）          大阪市ボランティア・市民活動センター 

す。21世紀に入り、ルーヴル美術館が現代アートとして
「漫画」に注目。日本の漫画家を含む総勢 16 人の著名
な漫画家とコラボレーションした企画展を開催します。 

荒木飛呂彦『岸辺露伴 ルーヴルへ行く』 
ⒸLUCKY LAND COMMUNICATIONS / 集英社 

＜井戸謙一弁護士プロフィール＞ 

 

2006 年 3 月 24 日、金沢地裁で志賀原発二

号機運転差止の判決を下した裁判長。退官後

は、滋賀県弁護士会に入り、彦根市に井戸謙一

法律事務所を開設。「ふくしま集団疎開訴訟」

（現在の「子ども脱被ばく裁判」）の中心メン

バーとして活動しています。また、福島第一原発

事故のようなことを起こしてはならないと、福井

原発訴訟（滋賀）弁護団長として、法廷の内

外で奮闘しています。 

つながりを取り戻すワーク 

～アクティブホープの灯をともす～ 

  ARTISTIC CARS AT THE WORLD HERITAGE 
 競演 世界遺産と華麗なる名車たち  

芸術品であり、歴史的背

景や物語を有する数々の

世界的名車。時代の語り部

でもある美しき憧れの名

車が、世界遺産の元離宮二

条城に勢ぞろいする展覧

会です。 

今回のテーマは「自分の中にある本当

の思いとつながる」こと。2011年 3月 

11 日を境に、それまでの暮らしを手放

さざるをえなかった方々が集い、感じ、

語り、 

 

会 期：10 月 28 日（土）～12 月 11 日（日） 9：00～17：00 
※二条城の最終入城は 16：00、会場の最終入場は 16：30 

 
場 所：京都 元離宮二条城  

二の丸御殿中庭、台所前庭、台所（通常非公開エリア） 
（JR「京都駅」、阪急「烏丸駅」→市バス「二条城前」下車） 

 
ご招待：3組 6 人（抽選） 

※別途、二条城入料が必要となります。 
※特別展示・特別イベント期間（12/3～6）の招待券使用 
 については、展覧会公式 HP でご確認ください。   

締 切：11 月 21 日（月）正午 
※ 当選の場合は、11月 22 日頃に、チケットを発送します。 

 

日 時：11月 29日（火）、30 日（水）9：30～16：30 
 

場 所：顕道（けんどう）会館（京都教区教務所） 
（JR・近鉄 「京都駅→市バス「西本願寺前」下車すぐ） 

 
対 象：原発事故を体験した避難者と被災者 
 
定 員：30 人（定員になり次第、締め切ります） 
 
参加費：1000 円 
  
申込み：「こくちーずサイト」（http://kokucheese.com/event/index/432097/）より 
※ インターネット環境がない場合は、電話にて。  

※ 詳細は、同封のチラシをご覧ください。 
 

ランボルギーニ カウンタック アニバーサリー 

語り、つながる時間にしたいと思っています。 

（～ファシリテーター齊藤由香さんからのメッセージ～より抜粋） 

 


